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１．はじめに 

産業界では，システム開発プロジェクトの上流工程

のモデリング能力や，プロジェクトマネジメント能力

を持つ情報処理技術者を求めているが，これまでの大

学教育は，高度な技術教育を実施している場合でも，

プロジェクト下流工程の技術に重点が置かれ，システ

ムズエンジニアリング能力，プロジェクトマネジメン

ト能力の教育は十分に行なわれていない． 

プロジェクトマネジメントなどの経験知に依存する

科目を，実体験の乏しい学生へどう教育するかは，大

きな課題である．この課題の解決のため，実体験，擬

似体験を含めた体験の先行付与を実施し，講義科目，

演習科目の履修順序の適切化やテンプレートやソフト

ウェアツールによるナビゲートを行い，教育効果の向

上を目指した． 

本論文では，電子情報系，機械系，環境・建築系の 3

学科の学部共通科目としてのプロジェクトマネジメン

ト教育の 3 年間の実践と評価を報告する． 

 

２．プロジェクトマネジメントとシステムズエ

ンジニアリングの関連 
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図１ プロジェクトマネジメントと  

システムズエンジニアリング 

 

図１にプロジェクトマネジメントとシステムズエン

ジニアリング[1]の関連を図示した．プロジェクトマネ

ジメントとシステムズエンジニアリングは，システム

開発プロジェクトの QCD（品質，コスト，納期）達成を

目的として，学際的アプローチをすることに関して共

通である． 

システムズエンジニアリングとプロジェクトマネジ

メントは，宇宙航空関連から，組込みシステム開発を

含め全ての分野のシステム開発の共通基礎であり，連

携した教育が効果的である． 

 

３．プロジェクトマネジメント教育の目標 

 教育の目標を，（１）プロジェクトマネジメントの必

要性を認識する，（２）標準的なプロジェクトマネジメ

ント知識[2]を理解する，（３）プロジェクトメンバー

としてプロジェクト推進を実際に行なえる，実践的能

力の基礎を習得する，とした． 

 

４．実施したプロジェクトマネジメント教育の

構成 

 上記目標を達成するため，（１）プロジェクトマネジ

メントの必要性を理解するためのプロジェクト体験の

先行付与，（２）プロジェクトマネジメント技術体系の

理解に必要な，確率統計，数理計画，発想法，意思決

定法の事前教育の実施，（３）プロジェクトマネジメン

トの知識体系，事例，ツール演習を一体化した講義，

（４）理解したプロジェクトマネジメント知識体系や

ツールを実践し習得する実プロジェクトに基づくプロ

ジェクトベースラーニング（PBL）の実施を行なった． 

 

4.1 科目の配置 

 図２にプロジェクト演習と講義を配置を示した．上

側の囲み内がプロジェクトマネジメントとシステムエ

ンジニアリングに関連する学部共通科目であり，下側

が各学科の専門科目（参考抜粋）である． 

 プロジェクトマネジメント関連科目は，プロジェク

トベースの演習科目と講義科目を交互に配置し，演習

による問題意識の醸成，問題解決の手段としての理

論・技法の理解，それを適用した問題解決の演習を繰
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り返す．PBL は，1 学年の前期から配置した．プロジェ

クトマネジメントの必要性を理解するためのプロジェ

クト体験の先行付与の効果がある． 
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図２ プロジェクトマネジメント／システムズエンジ

ニアリング科目と専門科目との関連（抜粋） 

 

 プロジェクトマネジメント技術体系の基礎理解に必

要な科目を，先行して配置した．数理計画法は，２学

年前期に配置している．内容は，システムズエンジニ

アリングの概要，Work Breakdown Structure，スケジ

ューリング，確率統計，モンテカルロ法，待ち行列，

線形計画法である． 

 システム計画論は，2 学年後期に配置している．内容

は，システムズエンジニアリングとシステムのライフ

サイクル，発想法(ブレインストーミング，ブレインラ

イティング,KJ 法），システム計画，モデリングとシミ

ュレーション，UML 入門，システムの評価技法（関連マ

トリックス，一対比較法，AHP），グラフ理論である． 

システム計画演習は，２学年後期に配置している．

システム計画法を学んだ後のプロジェクトベース演習

である．毎年，特定のテーマを設定し，これに対し，

チームで問題定義，立案，詳細化，モデリング，評価，

提案書，計画書作成，プレゼンテーションを実施する．

３学科学生の混成チーム（約 10 名／チーム，全 30 チ

ーム）で実施している．  

 

4.2 プロジェクトマネジメントとその演習 

プロジェクトマネジメントの講義は，３学年前期に

配置した，その内容は，（１）プロジェクトマネジメン

トとは何か，また，そのプロセスの理解，（２）プロジ

ェクトマネジメント知識体系の理解とミニ演習，（３）

プロジェクトマネジメントのツールと技法の講義とミ

ニ演習，（４）Microsoft Office Project 等のプロジェ

クトマネジメント・ソフトウェアによる計画演習，（５）

産業界のプロジェクトマネジャによるプロジェクトマ

ネジメントの事例講義，（６）ケーススタディによるプ

ロジェクトマネジメントの計画とコントロールの演習

である． 

プロジェクトマネジメントを学んだ後の演習を，シ

ステム工学演習Ⅲ（プロジェクト計画・実施）として

配置している．学生からの自主提案テーマで，企画・

立案，プロジェクト計画，プロジェクト実施，設計ま

でを実施する．  

 

５．評価 

 実施結果，演習結果から下記のことが確認できた． 

（１）プロジェクト演習を先行させ，講義科目と PBL

を段階的繰り返す教育方法は，プロジェクトマネジメ

ント等の理解に経験が必要な科目には有効である． 

（２）低学年に数学的知識・技法科目を重点配置する

と供に，PBL を実施し実体験得る．これを前提に，高学

年に体験・経験が必要なマネジメント系科目を配置す

ることは理解を助けるのに有効である． 

（３）プロジェクトマネジメントの各種テンプレート

は，計画や実行段階で具体的作成内容を理解するのに

有効であった．しかし，今回使用したテンプレートが

エンタープライズ系 IT システムを想定した物であり，

IT 以外のプロジェクトに適用する際にテンプレートを

適切にカスタマイズできない学生が少なくなかった． 

 

６．まとめ 

実体験，擬似体験を含めた体験の先行付与を実施し，

講義科目，演習科目の履修順序の適切化やテンプレー

トやソフトウェアツールによるナビゲートを行い，教

育効果の向上を目指した．プロジェクト演習（PBL)を

先行させ，講義科目と PBL を段階的繰り返す教育方法

は，プロジェクトマネジメント等の理解に経験が必要

な科目には有効であることを確認した． 
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